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１．言語活動に取り組ませよう 

 言語活動の充実は、現行の学習指導要領においても強調されてきました。パターンプラクティスに終始する授

業をほぼ姿を消し、様々に工夫された活動に取り組ませる授業が、全国の多くの中学校で実践されています。生

徒の意欲を引き出したい、興味・関心をもって活動に取り組んでほしいという授業者の願いが現れたそのような

授業は、参観させていただいている私も嬉しい気持ちになります。同時に、教材研究を始めとする授業準備に時

間をかけられたのだろうと思うと大変頭が下がります。 

 しかし、ここで考えていただきたいことがあります。生徒に取り組ませているその活動は、言語活動でしょう

か。 

資質・能力は、言語活動を通して育成されます。英語の授業において言語活動に取り組ませることは肝なので

す。練習に取り組ませることが必要であることは言うまでもありませんが、練習に終始する授業を繰り返してい

ては力が付かず、できないこと分からないことが増え、その結果４月のころは楽しく取り組んでいたのに、今は

意欲的に取り組んでくれないという生徒が半分もいないという辛い状況になってしまいかねません。 

 言語活動とは、「『知識及び技能』を活用し、『思考力、判断力、表現力等』を育成するために取り組ませる」も

のです。以下、二つの例を示します。 

 

［例１］ 

「学校に新しく来るＡＬＴに、自分たちの町を好きになってもらうために、町の魅力を紹介する」という「書

くこと」の言語活動の場合。①新しく来るＡＬＴはどのようなことに興味を持っているかといった情報を整理し

踏まえるなど、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、町の何を紹介するとよいかなどの表

現内容を考えさせ、②①を表現するために、学習した語や連語、文構造、文法事項等を活用させる必要がありま

す。したがって、「まず、“I want to tell you about ~.”を使って紹介したい場所を伝えましょう。次に、“You can 
see/eat/do ~.”などを使って、その場所でできることを伝えましょう。最後に、“I want you to like this place.”などと

書いて文章を締めくくりましょう。」などのように、表現内容や、当該内容を伝えるために活用するとよい英語表

現の多くを明示することは避けなければいけません。このことは、「書くこと」だけではなく、「話すこと［やり

取り］」と「話すこと［発表］」も同様です。 

 



 
［例２］ 

「同じ学級の○○さんが、『２学期の思い出文集 in English』に載せる原稿を書きましたが、どういうタイトル

を付けるかで悩んでいます。○○さんの原稿を読んで、その内容にぴったりのタイトルを提案してあげましょう」

という「読むこと」の言語活動の場合。①既習内容を活用して文章を読み、②○○さんが最も伝えたいこと、つ

まり「要点」を考えさせる必要があります。したがって、例えば教科書本文を読ませる際は、本文内容を理解し

ているかどうかをＱＡやＴＦで確認することに留まらず、要点を捉えさせるようにしなければいけません（当該

文章に要点といえることが存在している場合）。なお、「要点」以外にも、目的・場面・状況に応じて「必要な情

報」や「概要」を捉えさせる活動も言語活動です。このことは、「聞くこと」の言語活動も同様です。 
言語活動に取り組ませることの重要性は、調査結果最からも明らかになっています。令和元年度「英語教育実

施状況調査」の結果分析から、授業中生徒が言語活動に取り組んでいる割合が高い地域ほど、生徒の英語力の指

標（CEFR A1 程度以上）が高いという結果が出ています。 
 

 

２．言語活動に取り組ませながら学ばせよう 

 「１．」で言語活動に取り組ませることの重要性を述べました。しかし、言語活動に取り組ませることは、生徒

にとって決して容易ではありません。例えば、先に示した［例１］であれば、自分たちの町の何を紹介するかと、

それを英語でどう表現するかの両方を生徒は考えなければいけません。しかし、難しいからといって、できずに

困る生徒が出ないように先回りして、上述したような「表現内容」や「英語」を活動前に明示してはいけません。

活動の見通しがもてるよう最低限のことを示した上で、まずは生徒に取り組ませましょう。そして、活動後に指

導します。どんなことを表現したか（表現内容の適切さ）と、それを英語でどのように表現したか（英語使用の

正確さ）について指導（引き出したり気付かせたり）します。そして、学び合わせたことを踏まえ、再度、紹介

文を書かせたり書き直させたりします。このようなサイクルの繰り返しで「書くこと」の能力を少しずつ身に付

けさせていきましょう。すぐに力は身に付きません。一朝一夕で書けるようになるはずがないのです。１時間の

授業でできるようにしようとせず、ゆったりとした構えで指導に当たろうとするなどの指導観をもっていただき

たいと思います。単元や学期といった内容や時間のまとまりを見通した指導は必須です。上述の指導観をもち、

「言語活動→指導→言語活動」のサイクルの繰り返しで能力を少しずつ身に付けさせていく指導が大切であるこ

とは、「書くこと」だけではなく他の領域においても同様です。このように、何度も取り組ませながら徐々に確か

な力を身に付けさせる指導のイメージは、漆塗りのイメージと私は重なります。 

言語活動に取り組ませると、難しさに悩む生徒の姿とは別の姿を目にすることができることもあります。それ

は、できないと思っていた生徒たちの、想定を超える頑張りです。例えば、教師が思い付かないようなユニーク

な発想の内容を表現したり、英語で表現することが難しそうな内容を意外な視点からパラフレーズしたりする生

徒の姿です。このような「うれしい誤算」とも言える生徒の姿には、「表現内容」や「英語」を示し、教師が決め

た枠内で活動させているときにはなかなか出会えないかもしれません。生徒の可能性は低く見積もってはいけな

いということなのだと思います。 

 

 

３．言語材料は使用場面の中で理解させよう 

新しく教える言語材料（以下「新出言語材料」という。）についても、「２．」で述べたことと同様、繰り返し聞

いたり読んだり話したり書いたりさせながら習熟を図るようにします。また、使用させる前段階である導入場面

では、当該言語材料を使用場面の中で捉えさせ、その言語材料の使われ方も理解させる必要があります。 

 

 

 

 

 

 



 

右は、「平成 25 年度 中学校学習指導要領実施状況調査 

外国語（英語）」の設問の一部です。 

本調査では、Ａ、Ｂの二つの問題冊子を用意し、中学校２

年生を対象として実施されました。Ａ問題の正答は I don’t 
like it. Ｂ問題の正答は I don’t like です。it の有無の違いは

ありますが、どちらの問題も正答はほぼ同じです。しかし、

正答率は大きく異なりました。Ａ問題は 71.4％、Ｂ問題は

40.5％でした。この結果から推察できることの一つとして、

知識は一定程度身に付いているかもしれないが文脈の中で

それを使用することには課題があるということです。 
 新出言語材料を導入する際、意味や形式を教えることに留まっているということはないでしょうか。生徒と英

語でやり取りするなどにより新出言語材料の自然な使用場面を設定した上で当該言語材料を導入しましょう。そ

のような導入により、当該言語材料の使われ方（どのような場面で使用されるのか、その言語材料を使うとどの

ようなことを表現することができるのか）も理解させましょう。 
 

 

４．指導と評価を一体化させよう 

各領域の学習評価における各観点が評価することを以下に示します。 

 

・「話すこと［やり取り］」、「話すこと［発表］」、「書くこと」 

知識・技能 英語使用の正確さ 

思考・判断・表現 表現内容の適切さ 

主体的に学習に取り組む態度 言語活動で表出された態度 

※「表現内容の適切さ」における「適切さ」とは、コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じた適

切さです。 

 

・「聞くこと」、「読むこと」 

知識・技能 話されたり書かれたりしている意味そのものの理解 

思考・判断・表現 「必要な情報」「概要」「要点」の理解 

主体的に学習に取り組む態度 言語活動で表出された態度 

※「必要な情報、概要、要点」とは、コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じた必要な情報や概

要、要点です。 

  

上記の表中で示したことは、「２．」で示した「言語活動に取り組ませながら指導する視点」と同じです。例え

ば「話すこと［発表］」であれば、日々の授業で、言語活動中の生徒の発話を取り上げながら、「英語使用の正確

さ」と「表現内容の適切さ」の二つの視点から指導します。そして、評価する際も、言語活動中の発話を、「英語

使用の正確さ」と「表現内容の適切さ」から評価します。このようなことを指導と評価の一体化と言います。日

頃の授業で、言語活動に一生懸命取り組むよう指導し、そのような姿勢で取り組んだ生徒を認めることは非常に

重要です。しかし、そのような情意面からの指導（認めや励ましなど）だけで終わらないようにしなければなり

ません。「自己調整」を図ることができるようにするなど、見通しを持った意図的な指導を行い、資質・指導を確

実に育成しましょう。 

 指導と評価を一体化させるためには、定期テストやパフォーマンステストを改善することも非常に重要です。 

［Ａ問題］ 

下線部を否定文にしなさい。 
Mike: Do you play soccer? 
Koji: No, I like it.  But I like tennis. 

［Ｂ問題］ 

下線部に入る文を like を使って書きなさい。 
Mike: Do you play soccer? 
Koji: No,          it.  But I like tennis. 

 



 

定期テストについては、例えば、「読むこと」の「知識・技能」は書かれている英語の意味そのものを理解してい

るかどうかを評価し、「思考・判断・表現」は、「必要な情報、概要、要点」を評価します。定期テストだけで評 

価するわけではありませんが、定期テストも評価する重要な機会です。したがって、定期テストにおいても、「知

識・技能」と「思考・判断・表現」を評価する問題を出題する必要があります。いわゆる「長文問題」と言われ

る問題で、例えば「文章の内容に合っているものを次のア～エから選びなさい」といった設問は、「思考・判断・

表現」を評価できないかもしれません。「知識・技能」だけを評価しているのであれば、このような設問とは別

に、必要な情報や概要、要点を問う問題が必要です。読ませる文章は当然初見のものとします。初見の文章を準

備する方法としては、教科書本文を部分的に書き直す、そのような書き直しをＡＬＴに依頼する、教科書や副教

材に掲載されている「聞くこと」の活動や練習のスクリプトを活用する、「えいごネット」（www.eigo-net.jp）に

掲載されている文章を活用するなどが考えられます。 
ここまで、指導と評価を一体化させることの重要性につい

て述べてきました。指導したことを評価することと同じよう

に重要なことは、設定した目標の達成状況を把握（評価）す

ることです。ここで、平成 28 年度から令和元年度までの英

語教育実施状況調査の調査結果（学習到達目標に関する調査

結果）の一部を以下に示します。上の折れ線グラフは設定し

ている学校の割合、真ん中は達成状況を把握している学校の

割合、下は公表している学校の割合を示しています。 

 学習到達目標は大変多くの中学校で設定されるようになってきています。一方、当該目標の達成状況を把握し

ている学校の割合は 49.9％です。指導は目標を達成するために行われます。指導と評価は一体化されていなけれ

ばなりません。つまり、これら三者は密接に関連付けられていなければなりません。定期テストやパフォーマン

ステスト等の改善を図り指導と評価を一体化し、学習到達目標の達成状況を把握している学校の割合が大きく増

加していくことを願っています。 

 以上、指導と評価の一体化について述べました。学習評価については、ここで述べたことの詳細や、紙面の関

係で述べられなかったことを「『指導と評価の一体化』のための学習評価の参考資料」に記述しました。必ずお読

みください。 

 

 

５．おわりに 

生徒の可能性を引き出し伸ばす英語教育を実現させましょう。生徒も教師も感動を味わうことができる実践を

行いましょう。感動は、さらなる勤労意欲と学習意欲を生み出すことでしょう。そのような実践を行う上で欠か

せないことは、「すぐにできるようにはならない」「繰り返し取り組ませながら徐々に力を身に付けさせていく」

という指導観に立った実践です。「漆塗り」の英語実践がどの教室でも行われることを心から願っています。 
 


